
ご紹介資料
地域課題の解決に向けた取り組み

Co−crea Co., Ltd.



プラットフォーム事業

技術開発

地域コミュニティ事業

子ども達の未来へ繋ぐ、新しい社会インフラを創る

会社概要

AI開発／鋼構造物亀裂検知

コクリエは、地域インフラの課題解決に取り組む、大阪大学の「住
民と育む未来型知的インフラ創造部門」発のスタートアップです。
次世代を生きる子どもたちに安全を繋ぐために。新しい仕組み作り
に挑戦し続けます。

株式会社コクリエ会社名

大阪府豊中市東豊中町5丁目32-8所在地

髙﨑　陽子代表

2023年設立

https://www.co-creative.co.jp/URL

子ども食堂連携
地域アプリ開発

土木せんせい運営
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自己紹介

鶴田　修一　Ph.D

1986年　大阪生まれ
株式会社コクリエ　取締役
大阪大学　産業科学研究所　助教
COI-NEXT　住民と育む未来型知的インフラ創造拠点　副拠点長

略歴
公務員時代（2011年〜）
　エネルギー政策をやりたくて経済産業省に入省
　ナノテク・材料分野の国プロ立案

民間企業時代（2018年〜）
　ビジネスをやりたくて転職
　(株)リクルートキャリア等で営業、管理、IPO推進等を経験

大学教員時代（2020年〜）
　関谷教授とのご縁
　エレクトロニクス、インフラ管理、AIの開発

スタートアップ時代（2023年〜）
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目指すところ

土木のステークホルダーの共創を生み出し、
次の時代のインフラ維持管理の
新しいスタンダードを創ります
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当社が取り組んでいる課題
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全国の
市町村の1/4
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土木の技術者がゼロ人の市町村の割合

出典：（R2.3.11）インフラメンテナンスにおける新技術・データ利活用に向けた意見（骨子案）参考資料　2ページ
https://www8.cao.go.jp/kisei-kaikaku/kisei/meeting/wg/seicho/20200311/200311seicho07.pdf
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飛び交う専門用語が分からない。
不安で仕方がない。

財務部門から異動

人材不足により・・・
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89.6%

10.4%

現状の予算に対する道路施設の
維持管理（点検・修繕）状況について

出典：（R5.4）国土交通省 道路局　「道 路 橋 の集 約 ・撤 去 事 例 集」8ページ　図 2-7
https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/yobohozen/pdf/tekkyo-jirei.pdf

市町村の約 90%
「維持管理しきれなくなる」

現状の予算で既存の道路施設を
維持管理していける見込み

現状の予算で既存の道路施設を
維持管理しきれない 約90%

8



土木現場のルーチン業務

議会対応報告書作成などの事務予算計画工事の計画/推進

突発的な業務

地域からの通報・事故対応 自然災害

10-15件

市町村の土木現場の状況
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②お金もない①人がいない

課題

「日常業務」に手を取られ、
変革が起きない

管理職も現場へ職員の離職
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維持管理の現場は、
ギリギリの状態になっている。
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小規模橋梁の点検合理化

当社のこれまでの取り組み
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当社が着目した市町村の声
「小さな橋の点検を合理化したい」

合計
394,366橋

15m以上の橋梁
19.6%

市町村が管理する橋梁数

出典：（R5.8）国土交通省 道路局　「道路メンテナンス年報」61ページ　
https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/yobohozen/pdf/r04/r04_08maint.pdf

15m未満　約80%
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大
国の橋梁点検

要領

大阪府 
定期点検要領国交省管理

都道府県管理

市町村管理

点検の現状（市町村の「点検要領」）
小規模橋梁に特化した点検要領がないためコストが嵩んでいる。
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小規模橋梁に特化した点検手法

共同研究

株式会社コクリエ、大阪府豊能町
大阪大学、大日コンサルタント株式会社

小規模橋梁の「点検項目」を言語化したチェックシートを
用いた点検手法を開発。（約30%のコスト減を実現）
2024年11月、一般公開済み。

小規模橋梁・点検チェックリスト 15



小規模橋梁点検に特化した生成AI【開発中】
当社で開発しているWEBアプリの点検システムにAIを組み込み中
現在はMicrosoftのPhi-3をベースにファインチューニング
AIトレーニング用のデータは自体は当社で管理しているため適切なモデル選択と学習の最適化を実施

大学との連携
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建設コンサル

地域の建設業者など建設コンサル

地域の建設業者など建設コンサル 新技術

市町村

現在

将来

橋梁管理の将来像
〜地域のインフラは地域で守る〜

地域の土木系OBなど
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大阪府豊能町
実証試験

＜実証試験の内容＞
　小規模橋梁に特化した点検手法を用いて、実際に豊能町内にある橋梁を対象とした点検手法の妥当性評価を実施。WEBアプリを用
いた橋梁点検とスマートグラスを用いた点検の合理化の可能性も併せて検証。

＜今後の方針＞
　①対象橋梁のバリエーションを増やすなどの実証試験をさらに行う、②報告書作成のプロセスを生成AIで自動化すること、③点検
の実績を積み上げてマルチモーダルAIのロバスト性を向上させること等

実証試験の結果も踏まえて、
大阪府豊能町において2025年度の橋梁点検で

採用されることが決定
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大阪府摂津市
実証試験

＜実証試験の内容＞
　小規模橋梁に特化した点検を地元の建設業者に点検を実施してもらうことを目指して、まずは職員の方々に小規模橋梁点検の座学
および実地研修を実施。

＜今後の方針＞
　①建設業者の方々を巻き込むこと、②建設業者さんにもわかりやすいアプリの開発等

2025年度も継続的に検討を進める
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「こんな提案を待っていたが、すぐには実行できない」

これらの成果を他の市町村へ

多くの市町村の反応
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そこで考えた
当社のもう一つのアプローチ

共創を生む市町村のサウンディングプラットフォーム
「土木せんせい」
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②お金もない①人材不足

課題

土木の経験者である
管理職も現場へ

職員の離職
土木業務の人気低

「日常業務」に手を取られ、
変革が起きない

ここを解決
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建設コンサルタント

「土木せんせい」サービスコンセプト

「地域の土木」をみんなで支える
市町村職員

建設会社

土木せんせいは、組織の垣根を超えた意見交換をサ
ポートするサウンディングプラットフォームです。

事業発案段階や事業化検討段階において、事業内容や事業スキーム等に関 して、直接の対話により民間事業者の意見
や新たな事業提案の把握等を行うことで、対象事業の 検討を進展させるための情報収集を目的とした手法である。ま
た、事業の検討の段階で広く対外 的に情報提供することにより、当該事業に対する民間事業者の理解の促進や参入意

欲の向上を期 待するものである。
国土交通省総合政策局「地方公共団体のサウンディング型市場調査の手引き」より

サウンディングとは
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共創テーマ
様々なステークホルダーと共に解決するもの

ステークホルダーが垣根を越える核となるのは
「共創テーマのデータベース」
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株式会社X 株式会社Y

株式会社Z

①意見交換の申し出

②打ち合わせ設定依頼

③打ち合わせ日程の確定

A町土木課

民間事業者

共創テーマ・意見交換の流れ　

自社のノウハウや実績の紹介、意見
交換したいポイントを伝えます。

市町村

今回は、X社、Y社と意見交換をさせていた
だきたい！候補日程を送付します。

「土木せんせい」を通して、意見交換の申し出〜初回のアポイント確定まで完了することが可能です。

25



包括的民間委託

国土交通省をはじめ、
多くの関係者が課題の解決方法を模索している

個別の発注されている業務の一括管理

新技術の導入
ドローン・AI・センサ技術
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参考）「包括民間委託」の導入プロセス

現状把握と課題抽出

効果検証

入札方式の検討

効果の想定
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「共創テーマ」の例

個別に発注している業務を包括する発想
は良いと考えている。
まずは、技術評価による落札者決定の案
件実績を維持管理の分野で作ることが必
要だと考えている。
技術評価項目の設定など、アドバイスが
欲しい。

包括民間委託の導入 橋梁点検への新技術活用

2025年4月までに「ボックスカルバート
橋」における新技術活用の計画を策定す
る。
「低コスト」「短期間の交通規制で実施可
能」を技術選定の重点項目としている。
該当技術があれば提案が欲しい。
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「土木せんせい」サービスの実証試験

大日コンサルタント株式会社

協力してくださった方々

Smart City Osaka Pitch 2024
優秀賞　受賞

大阪府から実証試験用の
補助も頂きました。

土木せんせいにより、「現場が変わる」か
もしれないとワクワク感を感じています！

コクリエさんとの取り組みに、「土木業界の商慣
習が変わる」という可能性を感じています。

大阪府摂津市
土木課　道路管理課　課長代理
吉田様

大日コンサルタント株式会社　執行役員　
大阪支社/支社長　技術部長
牧野様

みなさまの声
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市町村の課題起点で開発を進めてきた
小規模橋梁向けのツールを市町村に無料開放。

市町村の共感（土木せんせいへの登録）を生むことができる。

e-learning点検システム

小規模橋梁の点検ツール

点検解説動画

小規模橋梁点検の
チェックシートを
Webで対応。

調書出力も可能。

「土木せんせい」を通して展開するコンテンツ
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共創テーマとして、橋梁点検に新技術活用したいという案件や、
小規模橋梁向け点検手法の採用に関する案件が市町村から出始めています。

2025年4月　正式リリース
既に大阪府を中心に30以上の市町村に見ていただいています。
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100%地域の課題起点の検討

地域のステークホルダー
を巻き込んだ実証試験

課題解決モデルの実現と
他の地域への横展開

これまでの活動から、地域課題解決のために必要と考えていること

最も重要なことは“100%”ということ。
大学も企業も自社が保有する強みの重要性は理解しつつも、技術シ
ーズプッシュだと解決されない地域課題が多い。
地域課題の解決に役立つAIやDX技術は、すぐにマネタイズができな
い場合があるため、その期間の取り組みの支援が必要。

地域を守るのは地域であるということ。
地域のインフラを守るも捨てるも地域が自ら判断できる自律的な状態を構
築することが重要。地域全体の自活能力の強化。
市町村が政策の決定を自ら行うための実証試験の結果が必要。
市町村や地域の方々だけでは解決されないことが多いため、大学(技術の信
頼性担保のため)や、小回りの効く地域外の企業(スタートアップのベンチャ
ーマインドが重要)との連携体制を組むことが必要。

市町村の悩みは似ているものが多い
ため、“質の高い課題設定”から生ま
れた解決策(成果)は横展開できる。
そのような成果を市町村の方々は待
ち望んでいる。
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「安全を次の世代へ繋げるために」
土木せんせいを通して、組織の枠を超えた共創を生み出します。
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